
 

 

２０２４年１月１７日 

 

輸送動向について（２０２３年度第３-四半期） 

 

１． 輸送概況 

国内経済は、年末に向けて消費の盛り上がりが見られた一方、物価上昇に伴う消費者の

買い控えの影響が大きかったほか、一部品目における生産減が継続したこと等により、

輸送実績は前年を下回った。 

コンテナは、食料工業品が、需要回復の兆しが見られるビール類や清涼飲料水を中心に

前年を上回ったほか、積合せ貨物は、2024年問題等を背景とするドライバー不足に伴う

鉄道シフトに加え、ECサイトのセール実施等により増送となった。一方、化学薬品は、

一部顧客における輸送終了や需要低迷に伴う生産減により荷動きが低調となったほか、

紙・パルプは、ペーパーレス化の進展に伴う紙の需要減が続き減送となった。コンテナ

全体では前年比 99.1％となった。 

車扱は、石油がガソリン及び軽油を中心に荷動きが堅調に推移したものの、セメントが

公共工事の案件減少や顧客の生産計画変更等により前年実績を下回った。車扱全体では

前年比 92.2％となった。 

コンテナ・車扱の合計では、前年比 96.9％となった。 

 

２． 輸送実績 

種別

扱別 本年実績 前年実績 前年比

コンテナ 4,858 4,900 99.1%

車    扱 2,138 2,319 92.2%

合　  計 6,997 7,219 96.9%

３－四半期計

 
３． 品目別輸送実績表 

（単位：千ﾄﾝ、％）

扱  別 品     目 本年実績 前年実績 増減 前年比

農 産 品 ・ 青 果 物 508 511 -3 99.3%
化 学 工 業 品 400 412 -12 97.0%
化 学 薬 品 281 314 -33 89.5%
食 料 工 業 品 794 762 31 104.1%
紙 ・ パ ル プ 522 549 -27 95.1%

コンテナ 他 工 業 品 327 350 -23 93.3%
積 合 せ 貨 物 857 835 22 102.7%
自 動 車 部 品 194 178 16 109.1%
家 電 ・ 情 報 機 器 94 90 4 104.6%
エ コ 関 連 物 資 88 105 -17 83.5%
そ の 他 789 788 0  100.1%
コ ン テ ナ 計 4,858 4,900 -41 99.1%
石 油 1,613 1,610 3 100.2%
セ メ ン ト ・ 石 灰石 230 373 -142 61.9%

車　　　扱 車 両 207 219 -12 94.2%
そ の 他 86 115 -28 75.2%
車 扱 計 2,138 2,319 -180 92.2%

6,997 7,219 -222 96.9%

（車扱の品目別輸送量は社線発送トン数も含む数値、本年は速報値、前年は確報値）

合　　　　　　　計

 


